
 
 
平成22年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 
 
平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

修正の理由 

平成22年3月期通期の連結業績予想において、売上高につきましては、当社子会社で、ソフトテニスボール「アカエム」の製
造販売を行うショーワスポーツ株式会社や、自社ブランド「ルーセント」のソフトテニスウェアを始めとしたソフトテニス用品や
スポーツ施設工事を行う株式会社ショーワコーポレーションでは、スポーツ施設の工事受注が昨今の景気動向から先送り
となるケースもありましたが、上期に引き続き下期も比較的に堅調に推移いたしました。一方、工業用ゴム製品製造・販売
を行う昭和ゴム株式会社につきましては、現段階での足元の受注状況は回復しておりますが、期中における企業の設備投
資の回復が予想以上に遅れた為、当初予想よりも496百万円減の3,126百万円という非常に厳しい結果となりました。 
 営業利益につきましては、上期に引き続き収益構造の見直しを徹底的に行うことで販売管理費の圧縮を進め、一定の成
果を挙げつつあるものの、スポーツ施設の工事受注の先送りや上記に記載させていただきました工業用ゴム製品部門の
売上高減少に伴う売上総利益の減少を吸収することは出来ず、当初予想よりも231百万円減の▲422百万円という結果と
なりました。 
 一方、経常利益、当期純利益につきましては、当社における余資活用が通期に渡り好調に推移したことにより、受取利息
205百万円、有価証券売却益62百万円、有価証券評価益410百万円等（平成22年4月5日付「売買目的有価証券の評価益・
売却益に関するお知らせ」にて公表させていただきました売却益、評価益が含まれております）が営業外収益に計上される
こととなり、営業損失をカバーする結果となりました。その結果経常利益は当初予想よりも221百万円増の155百万円、当期
純利益は予想よりも227百万円増の154百万円と従来予想数値を大幅に上回ることとなりました。 
 
個別業績予想の修正理由 
 平成22年3月期通期の個別業績予想において、売上高につきましては、ほぼ予想通りとなる見通しでありますが、営業利
益につきましては、債務超過の子会社が1社あった為にその債務超過部分について会計的に当社にて貸倒引当金（81百

平成22年4月28日
各 位 

上場会社名 昭和ホールディングス株式会社

代表者 代表執行役社長 重田  衞

（コード番号 5103）

問合せ先責任者 執行役財務総務担当 庄司 友彦

（TEL 04-7131-0181）

業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,622 △191 △66 △73 △1.64

今回発表予想(B) 3,126 △422 155 154 3.37

増減額(B-A) △496 △231 221 227

増減率(%) △13.7 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

3,903 △261 △205 △1,297 △33.86

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,665 △124 11 6 0.14

今回発表予想(B) 1,661 △239 376 399 8.73

増減額(B-A) △4 △115 365 393

増減率(%) △0.3 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

3,600 △315 △256 △1,321 △34.48



万円）を計上した事等の影響により、予想より115百万円減の▲239百万円となりました。 
 経常利益、当期純利益につきましては、上記に記載させていただきました「連結業績予想の修正理由」と同様の理由で、
当社における余資活用が通期に渡り好調に推移したことにより、受取利息205百万円、有価証券売却益62百万円、有価証
券評価益410百万円等（平成22年4月5日付「売買目的有価証券の評価益・売却益に関するお知らせ」にて公表させていた
だきました売却益、評価益が含まれております）が営業外収益に計上されることとなり、その結果、経常利益は予想よりも3
65百万円増の376百万円、当期純利益は予想よりも393百万円増の399百万円と従来予想数値を大幅に上回ることとなりま
した。 
 
(業績予想に関する留意事項) 
 本資料における予想は発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の事業環境の変化により実
際の業績が異なる可能性があります。 

以 上


